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　沖縄国際大学は、昭和47年2月24日に当時の琉球政府の認可を得て翌2月25日に設置され
同年4月23日に地域に開かれた大学として、開学を宣言しました。次いで、昭和47年5月15
日、沖縄の本土復帰に伴い、沖縄の本土復帰に伴う特別措置に関する法律（昭和46年12月
31日法律第129号）第94条1項〔沖縄の復帰に伴う文部省関係法令の適用の特別措置等に関
する政令（昭和47年4月28日政令第106号）第1条第2項〕により学校教育法に規定する大学
となりました。

  アメリカの施政権下にあった沖縄には私立大学として沖縄大学と国際大学が設置されて
おりましたが、沖縄大学と国際大学の両校は大学設置基準の上でいろいろと困難な問題が
あるということから統合へ向けて復帰前に両校の理事会で話し合いがすすめられました。
  その結果、両校の理事会で統合整備の計画が成立しました。これに基づき、統合が決議
推進され、昭和47年2月24日、琉球政府私立大学委員会によって新設沖縄国際大学が認可さ
れました。

  開学当初、旧沖縄大学から学生493名、教員18名、職員21名。旧国際大学から学生1,315
名、教員30名、職員34名が移籍し、更に新大学の新入生1,176名、新採用教員20名、新採用
職員2名をもって本学の歴史的な第一歩を踏み出し、現在は、学生（大学院生含む）5,358
名（令和3年5月1日）、専任教員132名、専任職員81名にまで発展し、また、4学部10学科、
大学院3研究科5専攻、4研究所を擁する規模となり、地域の専門的人材育成を担う大学と
して、さらに躍進を続けております。

1．大学沿革
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　　理念
「沖縄国際大学は、沖縄の伝統文化と自然を大切にし、人類の平和と共生を支える学術文化を創造する。

そして豊かな心で個性に富む人間を育み、地域の自立と国際社会の発展に寄与する。」

　　キーワード
「平和・共生」　「個性・創造」　「自立・発展」

　　本学の使命
沖縄国際大学は沖縄の発展に貢献するために

（１）アジアの十字路に位置する沖縄のポテンシャルを活かし、万国津梁（※）の魁（さきがけ）となる

　　　人材を育成します。

（２）沖縄の個性を発揮させる研究・地域連携を行います。

　　　※「万国津梁」：「世界の架け橋」という意。1458年に尚泰久王が鋳造させ、首里城正殿に掲げて

　　　いたという鐘に刻まれた銘文の一部。

　　教育目標

（１）アジアを中心とする国際社会と対話し、理解し発信する能力を育成する教育をします。

（２）「沖縄」を見つめ探求し、地域と協働する経験を蓄積させる教育をします。

（３）夢を描き実現する力、環境変化に適応できる力、すなわち人間力を培う教育をします。

　　地域連携・研究目標

（１）地域協働、産学官連携を推進します。

（２）地域における生涯学習の拠点にします。

（３）沖縄の発展に寄与する研究を推進します。

　　建学の精神・理念

　　建学の精神

「真の自由と、自治の確立」

使命・目標

２．大学概要
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　１．大学名　　　　：　学校法人 沖縄国際大学
　２．代表者　　　　：　理事長・学長　　安里　肇
　３．所在地　　　　：　沖縄県宜野湾市宜野湾二丁目６番１号
　４．組　織
　　　学　部　　　　：　法学部　経済学部　産業情報学部　総合文化学部
　　　大学院研究科　：　地域文化研究科　地域産業研究科　法学研究科
　　　総合研究機構　：　南島文化研究所　産業総合研究所　沖縄法政研究所　沖縄経済環境研究所
　　　事務組織　　　：　総合企画室　事務局　財務部　教務部　研究支援部　学生部　図書館

　経済学部における人材の育成と教育研究上の目的

　産業情報学部における人材の育成と教育研究上の目的

　総合文化学部における人材の育成と教育研究上の目的

　総合文化学部は、人間・社会・文化を総合的に理解することを教育研究上の目的とし、豊かな知性と
感性を持つ人材を養成します。

　　　センター統括部

　法学部における人材の育成と教育研究上の目的

　法学部は、法の解釈を通じて論理的な思考力・表現技法を身につけるとともに、政治・法・社会のあ
り方への理解を深め、責任ある市民意識を涵養することを教育研究上の目的として、豊かな人間性と専
門的知性を備えた人材を養成します。

　経済学部は、社会経済の自立と持続そして発展に寄与することを教育研究上の目的とし、社会の経済
と環境についての専門的知識を有し、教養ある人材を養成します。

　産業情報学部は、情報化、国際化が進展する潮流の下、「個性と創造性の尊重」、「自律的学習態度
の育成」、「倫理観等人間性教育の重視」、「基礎理論・基本技術に基づく専門教育と研究の高度
化」、そして、「地域の自立と国際性の涵養」等を教育研究の目的とし、IT（情報技術）を用いた高度
な情報活用能力等の陶冶を通じて、地域産業分野を活性化し又は創造できる情報化人材の育成、並び
に、企業経営における高度な経営情報分析能力や国際的ビジネス感覚等を身につけたビジネススペシャ
リスト等を養成します。

① 事業概要

② 学部紹介

法律学科 地域行政学科

経済学科 地域環境政策学科

企業システム学科 産業情報学科

日本文化学科 英米言語文化学科 社会文化学科

人間福祉学科
社会福祉専攻

人間福祉学科
心理カウンセリング専攻
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　現在、政治・経済・社会の多くの分野でグローバル化が進行しています。21世紀の世界の秩序あ
る発展は、もはや個別国家の努力だけでは達成できません。一方、わが国に限って近未来を展望し
てみても、多くの分野（国家財政、産業、労働、少子化、年金問題等）で閉塞感が漂っています。
　このような状況の下で知的創造組織としての大学（大学院）の果たすべき役割は、ますます重要
になっています。法学研究科は、法学の分野からその責任の一端を果たすために、混沌の時代に柔
軟かつ機敏に対応し、優れたリーダーシップを発揮できる人材の育成を目指しています。

　理念・目的
　地域文化研究科は、南島文化専攻、英米言語文化専攻、人間福祉専攻の３つの専攻から構成さ
れ、複雑化する地域社会や国際社会の諸問題を適切に分析し、解決する能力を持った高度な専門的
職業人の養成を目指しています。
　また、再教育・生涯学習の場として、専門職従事者には系統的な学習の機会を提供し、生涯を通
して自己錬磨し、自己形成を目指す人々のニーズに応えるとともに、その成果を十分に生かすこと
のできる社会の実現を図りたいと考えています。
　特定の地域文化についての研究は、他の地域文化との比較へと広がりを見せます。広い視野で物
事を見つめることは、自他を客観的にとらえ、価値観や立場の異なる者への理解を深めることにつ
ながっていきます。
　多文化・多言語が共存し、価値観が多様化した社会にあって、自他の地域文化への知識と理解を
基盤とした研究は、地域社会の未来の創出に大いに寄与するものと思います。

　理念・目的
　地域産業研究科地域産業専攻は、経済学及び商学の分野で斬新な環境を創造しうる企業者精神を
磨くという理念を具体化するため、1998（平成10）年に開設されました。具体的には、地域社会
で活躍しうる企業者、研究者や教育者などを養成するために、人材育成機能と研究機能を併せ持つ
一つの拠点を形成し、①自らの専門性と複合知識を実社会において体現し地域産業振興の原動力と
なり得る高度の専門的職業人の養成と併せて②経済学・経営学・マーケティング・会計学・情報等
の分野の有機的連携に基づく研究活動の一層の促進を設置の目的としています。従って、本研究科
では、学際的なカリキュラムを通して、企業・行政等の実務現場でスペシャリストとしての役割を
担える人材などを養成することを主たる教育研究の目標としています。

　理念・目的

③ 大学院紹介
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図書課

教務部

研究支援課研究支援部

図書館

学生部
学生課

キャリア支援課

学務課
教学課

情報センター

センター統括部
グローバル教育支援センター

入試センター

副学長
総合文化学部

総合研究機構

管財課
会計課

南島文化研究所
産業総合研究所
沖縄法政研究所

事務局

沖縄経済環境研究所

法律学専攻

常務理事

南島文化専攻

総務課
広報課

総合企画室

財務部

法学研究科

産業情報学科

日本文化学科
英米言語文化学科
社会文化学科
人間福祉学科

理事長
・
学長

法学部
法律学科

地域行政学科

経済学部
経済学科

地域環境政策学科

英米言語文化専攻

企業システム学科

人間福祉専攻

地域産業研究科 地域産業専攻

産業情報学部

④ 組織機構図

地域文化研究科
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①本館 ②2号館 ③3号館
事務棟 【学生会館】 講義棟

④グラウンド ⑤5号館 ⑥7号館
全天候 講義室 講義棟

ウレタン 研究室
塗装 PC教室

⑦9号館 ⑧13号館 ⑨6号館
講義室
研究室
事務室

模擬法廷
PC教室
講義室
研究室
事務室

講堂兼
体育館

⑩12号館 ⑪10号館 ⑫8号館
図書館 【厚生会館】

後援会事務室
校友会事務室
書店
ホール

サークル棟

東村セミナーハウス

食堂
コンビニ
カフェ

宿泊室・多目的ホール兼研修室・食堂
多目的広場・テニスコート

⑤ キャンパスマップ
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【対象組織】　　　　　　　　　学校法人　沖縄国際大学

【対象活動】　　　　　　　　　大学における教育・研究・事務・事業

【代表者】　　　　　　　　　　安里　肇　（理事長・学長　環境経営最高責任者）

【所在地】　　　　　　　　　　沖縄県宜野湾市宜野湾二丁目6番1号
　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡東村字平良766番地の2（東村セミナーハウス）

【環境管理責任者】　　　　　　比嘉　正茂（副学長）

【環境担当者】　　　　　　　　岸本　博樹（管財課長）
　　　　　　　　　　　　　　　TEL：098-892-1111　FAX：098-893-0015（管財課）

【事業内容】　　　　　　　　　学校教育

【事業規模】

単位 2023年度 2024年度

人 134 131

人 271 275

人 81 81

人 13 14

人 5,207 5,157

人 63 57

㎡ 119,473 119,473

㎡ 55,380 55,380

単位 2023年度 202４年度

人 3 3

人 883 1,012

㎡ 44,918 44,918

㎡ 1,395 1,395

敷地面積

延べ床面積

延べ床面積

東村セミナーハウス

管理職員数

利用者数

敷地面積

「全組織・全活動」

非常勤職員数（定数外職員含む）

学部生数

大学院生数

（各年度5月1日付。但し、敷地面積及び床面積については各年度末時点、セミナーハウス利用者は年度合計）

大学キャンパス

専任教員数

非常勤教員数

専任職員数

① 実施体制の概要

３．実施体制の範囲
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役職等 役割および権限等の概要

学長
（環境経営最高責任者）

（イ）環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。当該責任者には、現在の責務に関わり
なく、責任と権限を明示する。
（ロ）環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人員･設備・費用等）を準備する。
（ハ）環境経営に関する基本理念・長期戦略・基本方針を制定し、基本的な環境目標を設定する。
（ニ）環境経営システムの構築・運用に関する情報を収集し、方針・目標をはじめ、システム全体
の見直しを行い、必要あれば改訂を指示する。

副学長
（環境管理責任者）

（イ）環境経営に関する経営資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成するために、環境経
営に関する環境管理事務局を運営する。
（ロ）環境経営システムの構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報とし
て、その構築・運用に関する情報を最高責任者に報告する。

環境管理事務局
環境管理責任者、環境管理担当者をメンバーとする。ＰＤＣＡ活動を実施することにより環境経営
の継続的な改善を図る。

環境管理担当者
各学部及び事務局各部からの選出とし、選出部署への環境方針、環境目標及び環境活動計画の周知
徹底及びPDCA活動の統括を図る。

教職員
環境方針、環境目標及び環境活動計画を熟知し、それらの達成に向けて環境活動計画を誠実に履行
する。

学　生
大学において、環境に関する教育の主たる対象であり、環境負荷の主な発生源であることを自覚
し、環境方針、環境目標及び環境活動計画を熟知するとともに積極的に参画し、それらの達成に向
けて環境活動計画を誠実に履行する。

学生環境委員会
委員会は学生主体で構成し、「環境レポート」を作成する。委員は、環境管理事務局会議にて承認
する。

企画・検証チーム
環境管理担当者、学生環境委員から選出したメンバー及び学外有識者と電気担当（管財課）でチー
ムを編成し、本学の取組について企画・検証を行う。

② 実施体制図
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４．沖縄国際大学環境方針

沖縄国際大学 学長
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活動内容

啓
発

廃棄物量の削減

冷房設定温度の適温化（28℃程度）

空調機フィルター等の定期的な清掃（個別空調）

待機時消費電力の低減（パソコン、エアコン等）

エレベーターの夜間等の部分的停止

缶・びん・ペットボトル等のリサイクル化の促進

再使用可能物品の学内有効利用

基準年度比
1％の削減

新聞や定期刊行物等の購入を必要部数に限定すること

新聞・雑誌・用紙類のリサイクル化の促進

キャンパス内美化 -

物
質
投
入

メール活用によるペーパーレス化

会議等資料のスリム化

両面コピー・印刷の徹底

節水、水の効率的利用
基準年度比
1％の削減

使用済み用紙の裏面再利用

用紙類の使用量削減

グリーン購入の促進 ‐

基準年度比
1％の削減

間接的な活動計画等

不在時・未使用時消灯の励行

電力、ガス消費量の削減 省エネ型機器への移行

目的 環境目標 活動計画（必須）

定期的な点検・修繕二酸化炭素排出量の抑制

夏季軽装の励行

出入り口ドアの開閉チェック

廃
棄
物

階段利用の励行

ガス湯沸かし器の使用の見直し

エコドライブの推進

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入

グリーン購入の促進

基準年度比
1％の削減

花壇等の地下水・雨水による散水・除草(建物周り)
学
内
環

境
美
化

グリーン購入用紙の使用

‐

環境に関わる研究の積極的な取り組み

水漏れ箇所の点検・修繕

節水型衛生器具への移行

雨水利用

地下水利用

緑化の推進

放置物品等の撤去

学内一斉清掃の実施

環境に関する講演会の実施

地域との連携による環境活動の実施

ゴミの適正処理
（ゴミ集積場所の整備）

廃棄物量の計量

ゴミの分別回収の徹底

燃えるゴミ・生ゴミ発生量の抑制

インク・トナーカートリッジ等のリサイクル化の促進

や、回覧利用方法を含め見直し

会議時のマイコップ使用の普及

-

-

-

-

資源ゴミのリサイクルの
確認

使用済み用紙リサイクルボックスの設置

リサイクル化
の促進

環境教育に関わるカリキュラムの整備環
境
教
育
・
研
究
・

環
境
保
全
活
動
等

環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
等

の
構
築

環境教育・研究等

地域社会との連携

実施体制の整備等

学
生
サ
ー

ク
ル

等
に
よ
る
環
境

活
動 学生参画の推進

省エネ法との連動
管理標準の作成
内部監査の実施

-

‐エコ大学祭の実施

法規等に対応する手順の整備

環境活動実施時の役割分担・権限等の明確化

研修の実施

必要な作業手順や運用基準等の整備

通学に係る環境への負荷の削減

環境に関する啓発ポスター等の作成、掲示

学外からの意見や苦情等に対応する仕組みの整備

取引先等への協力依頼

実施体制の支援

５．環境目標・環境活動計画５．環境目標・環境活動計画
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中長期環境目標及び実績

2025年度 2026年度 2027年度

kg-CO₂ 3,686,136 （↓1％） （↓1％） （↓1％）
3,649,275
（↓1％）

3,880,552
（6％）

3,745,601

㎾h 3,896,550 （↓1％） （↓1％） （↓1％）
3,857,585
（↓1％）

4,102,063
（6％）

3,926,123

枚 5,298,500 （↓1％） （↓1％） （↓1％）
5,245,515
（↓1％）

4,855,600
（-7％）

6,531,400

％ 71% 80% 90% 100% 80% 67% 93%

※学生会館に入っているテナントに関するデータは含まれていません。

節水、水の効率的利用

グリーン購入の促進
(用紙類）

（↓1％）

25,924
（↓1％）

物資投入

（↓1％）（↓1％）

エネルギー投入

ｶﾞｿﾘﾝ

0
（-）

kgLPガス 770

2,406
（-13％）

用紙類の使用量削減

軽油 L 2,789
2,761

（↓1％）

720
（-6％）

L 3,118
3,087

（↓1％）

水資源投入

4,169
（35％）

（↓1％）（↓1％） （↓1％）

（↓1％）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

CO₂排出量
削減

電力消費量
削減

化
石
燃
料
消
費
量
削
減

A重油

廃棄物
廃棄物量の削減
（3Rの推進）

ｔ
一般：35.3
産廃：9.7

34.9
（↓1％）

9.6
（↓1％）

48.7
（＋39％）

10.6
（10%）

（↓1％）（↓1％） （↓1％）

㎥ 26,186 （↓1％）
21,857

（-16％）

0
（‐）

（↓1％）
3,065

（↓1％）
（↓1％）

L 0

3,096

↓は、マイナス（削減）、↑は（増加）

（↓1％）（↓1％）

2024年度目標
（前年度実績

比％）

2024年度実績
（目標値比％）

前年度実績比
（％）

前年度実績比
（％）

前年度実績比
（％）

（↓1％）

762
（↓1％）

（↓1％） （↓1％）

（↓1％） （↓1％）

4,299
（40％）

（↓1％）

23,081

45.7
4.6

※参考
2019年度実績

（コロナ禍以前）

5,464

0

913

4,264

1,992

活動
内容

目的 単位 2023年度実績

目標

灯油 L

６．中長期環境目標及び実績
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年度別使用量の比較（グラフ）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

3,286,534 3,627,713 4,031,361 3,896,550 4,102,063

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

5,968 6,017 9,773 9,003 10,874

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

524 488 603 770 720

電気使用量
（㎾h）

化石燃料使用量

（ℓ）
※ガスを除く

ガス使用量
（kg）

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000
4,500,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0

200

400

600

800

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

７．環境負荷使用量の年度別比較
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年度別使用量の比較（グラフ）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

24,676 29,904 34,129 35,270 48,700

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

13,377 18,333 23,338 26,186 21,857

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2,729,800 3,664,150 5,685,600 5,298,500 4,855,600

一般廃棄物
排出量
（kg）

水使用量
（㎥）

用紙使用量
（枚）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0

10,000

20,000

30,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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活動内容 環境目的 活動計画 取組結果

不在時・未使用時消灯の励行 ○

冷房設定温度の適温化（28℃程度） ○

空調機フィルター等の定期的な清掃（個別空調） ○

夏季軽装の励行 ○

出入口ドアの開閉チェック ○

待機時消費電力の低減（パソコン、エアコン等） ○

エレベーターの夜間等の部分的停止 ○

階段利用の励行 ○

ガス湯沸かし器の使用の見直し ○

エコドライブの推進 ○

メール活用によるペーパーレス化 ○

会議等資料のスリム化 ○

両面コピー・印刷の徹底 ○

使用済み用紙の裏面再利用 ○

グリーン購入の促進 グリーン購入の促進 △

雨水利用 ○

地下水利用 ○

緑化の推進 ○

花壇等の地下水・雨水による散水・除草(建物周り) ○

学内一斉清掃の実施 ○

使用済み用紙リサイクルボックスの設置 ○

会議時のマイコップ使用の普及 ○

ゴミの分別回収の徹底 ○

燃えるゴミ・生ゴミ発生量の抑制 ○

廃棄物量の削減
新聞や定期刊行物等の購入を必要部数に限定するこ
とや、回覧利用方法を含め見直し

○

インク･トナーカートリッジ等のリサイクル化の促進 ○

新聞・雑誌・用紙類のリサイクル化の促進 ○

缶・びん・ペットボトル等のリサイクル化の促進 ○

再使用可能物品の学内有効利用 ○

取組期間（2024年4月～2025年3月）の環境活動計画及び取組結果を以下に示す。

（　取り組んでいる・・・・・○　　さらに取組が必要・・・・・△　　取り組んでいない・・・・・×　）

評価及び今後の対応

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入

電力、ガス消費量の削減、
二酸化炭素排出量の抑制

　電力使用量が増加しています
が、昨年の夏は気温が高かったた
め空調に関する使用電力が多く
なってしまったことが原因である
と考えられます。
　化石燃料の消費に関しては、昨
年と比較すると大幅に増えている
ようにみえますが、コロナ禍前の
水準は下回っています。コロナ禍
が終わり、以前の状況に戻りつつ
あることが主な原因であると考え
られます。
　次年度においても、更なる省エ
ネ改善策を検討し、効果的な取り
組みを進めていきます。また、省
エネルギーの徹底を図り、二酸化
炭素排出量の削減に努めてまいり
ます。

廃
棄
物

　一般廃棄物は昨年度と比較
して増加しました。紙の廃棄
量について、厳密に算出する
ようにしたことが主な原因で
す。
　産業廃棄物についてはPCの
入れ替えに伴う廃棄が多かっ
たため、増えています。
　今後も排出を抑制し、再利
用やリサイクルに取り組んで
いきます。

物
質
投
入

用紙類の使用量削減

　今年度は、用紙類の使用量
削減について、目標を大きく
上回る削減を達成していま
す。
　物品調達においては、まず
必要性を慎重に検討し、使用
済みの物品が再利用できる場
合には積極的に再利用しま
す。新たに購入する場合に
は、同等の価格帯でグリーン
購入適合製品がある場合、そ
れを優先的に選定します。
　雨水・地下水については、
使用量が減少しました。今後
も引き続き節水に努め、水資
源の無駄を無くすよう取り組
んでまいります。

節水、水の効率的利用

学
内
環
境
美
化

キャンパス内美化

　キャンパス内の自然環境の
充実を維持出来るように今後
も努めていきます。学内清掃
についても継続して取り組ん
でいきます。

８．環境活動計画の取組結果とその評価８．環境活動計画の取組結果とその評価８．環境活動計画の取組結果とその評価
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活動内容 環境目的 活動計画 取組結果

環境教育に関わるカリキュラムの整備 ○

環境に関わる研究の積極的な取り組み ○

環境に関する講演会の実施 △

地域との連携による環境活動の実施 ◯

法規等に対応する手順の整備 ○

環境活動実施時の役割分担・権限等の明確化 ○

研修の実施 △

必要な作業手順や運用基準等の整備 ○

学外からの意見や苦情等に対応する仕組みの整
備

○

取引先等への協力依頼 ○

実施体制の支援

エコ大学祭の実施 ○

通学に係る環境への負荷の削減 ○

　概ね計画通りに実行す
ることができました。
フォローアップを含めた
学生・教職員への研修
を、充実させていきたい
と思います。環境関係法
規においても、常に最新
情報を入手するととも
に、遵守するように努め
ていきます。

（　取り組んでいる・・・・・○　　さらに取組が必要・・・・・△　　取り組んでいない・・・・・×　）
取組期間（2024年4月～2025年3月）の環境活動計画及び取組結果を以下に示す。

啓
発

環境に関する啓発 環境に関する啓発ポスター等の作成、掲示

評価及び今後の対応

　計画通りに実行すること
ができました。環境教育に
関する科目も充実していま
す。
　今後も環境関連科目の更
なる充実を図るとともに、
研究分野においても積極的
に取り組んでいきます。

　公開講座には環境に関
する講座はありませんで
した。
　大学入門講座には環境
に関する講座が複数開講
され、多くの高校生が受
講しました。
　今後も環境に関する講
座やイベントを積極的に
開催するよう関連部署に
周知していきます。

学
生
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
る

環
境
活
動

学生参画の推進

○

　計画どおりに取り組む
ことができました。リー
フレットや学内ポータル
の掲示で環境に関する啓
発を行うことで、学生や
教職員の省エネへの意識
向上につなげ、更なる省
エネ徹底を図ります。

環
境
教
育
・
研
究
・

環
境
保
全
活
動
等

地域社会との連携

環境教育・研究等

実施体制の整備等

環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築

　概ね計画どおりに取り
組みました。学生へのエ
コドライブ推進を図るた
め、エコドライブ10の学
内掲示板への掲載を行い
ました。
　大学祭では学生環境委
員会が主体となって、ご
みの分別を行い、環境に
配慮しながら処理しまし
た。
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（2024年度）

学部生：  5,157名
大学院：　　 57名

専任職員： 　  81名
非常勤職員：   14名
(定数外職員含む）

  
OU
T

PU

非常勤教員：  275名

［2024年5月1日現在］
ｾﾐﾅｰﾊｳｽ管理：   3名

■　マテリアルバランス

□教職員数
【大学活動】

□学生数
専任教員： 　 131名

＜地域・社会への還元＞

■人材育成

・環境マインドの高い卒業生

・環境に関する（専門）知識を有する卒業生

■環境に関する教育

■環境に関する大学としての社会貢献

【資源】
用紙類 4,855,600 （枚）

ｸﾞﾘｰﾝ購入（用紙類） 67

（％）

【エネルギー】
購入電力 4,102,063（ｋWh）

化石燃料

灯油 4,299（L）

Ａ重油 0（L）

ＬＰｶﾞｽ 720（kg）

ガソリン 4,169（L）

軽油 2,406（L）

【水資源】
上水 10,030（㎥）

地下水 11,827（㎥） 雨水

【化学物質】
PRTR法等に基づく
化学物質使用量 0 (ml)

教育・研究機関

【温室効果ガス】
二酸化炭素排出量

＝3,880,552（kg-CO₂）
【廃棄物】

一般廃棄物 48.7(ｔ）

内訳

可燃ごみ 26.8(ｔ）

不燃ごみ 0.00(ｔ）

ペットボトル 3.3(ｔ）

アルミ缶 0.9（ｔ）

スチール缶 0.4 (ｔ）

空きビン 0.8 (ｔ）

紙類 16.5 (ｔ）

産業廃棄物 10.6 (t）

（木くず、金属くず、廃プラ等）

【排水】
総排水量 ： 11,827（㎥）

（排水量については、地下水・雨水

の使用量に同じ）

９．環境への主な取組と負荷の全体像

IN
PUT

OUT
PUT
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kg-CO₂ 3,686,136
3,649,275
（↓1％）

3,880,552
（6％）

kWh 3,896,550
3,857,585
（↓1％）

4,102,063
（6％）

【次年度の取組内容】

枚 5,298,500
5,245,515
（↓1％）

4,855,600
（-7％）

71% 80% 67%

66.85%
（物品類）

80%
65.86％

（物品類）

【次年度の取組内容】
  紙の使用を必要最小限にとどめることはもちろんのこと、電子媒体を利用したペーパーレス化を
推進していきたいと考えています。また、印刷の際にはミスプリント等の無駄をなくすだけでなく、
両面印刷や2in1印刷する等の工夫をし、紙の使用量を減らしていきます。
  グリーン購入の促進率については、2025年度に用紙をグリーン購入法適合のものに置き換えた
ため数値は改善される見込みです。今後も引き続き環境への負荷が少ない物品類の調達に努めます。

②物資投入

用紙類の使用量削減

グリーン購入の促進（物品類）

2024年度目標
（前年度実績比％）

活動内容 目的 単位 2023年度実績

グリーン購入の促進（用紙類）

％

L 3,118
3,087

（↓1％）
4,169

（35％）

2024年度実績
（目標値比％）

L 2,789
2,761

（↓1％）
2,406

（-13％）

　次年度も活動計画を継続し、電力使用量や各化石燃料の使用量を削減していきたいと考えてい
ます。掲示や環境リーフレット、本レポートなどで本学の資源の使用状況などを伝え、環境に対
する意識の向上に努めます。

①エネルギー投入
A重油 L 0

L 3,096
3,065

（↓1％）
4,299

（40％）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

CO₂排出量
削減

電力消費量
削減

化
石
燃
料
消
費
量
削
減

灯油

ガソリン

軽油

0
（-）

0
（‐）

LPガス kg 770
762

（↓1％）
720

（-6％）

2024年度目標
（前年度実績比％）

2024年度実績
（目標値比％）

活動内容 目的 単位 2023年度実績

１０．環境負荷低減への取組及び次年度の取組内容

① エネルギー投入

② 物資投入
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【次年度の取組内容】

　使用済み用紙の古紙回収用ボックスとして、「使用済リサイクルボックス」を設置しています。
また、一度使用したファイルを再利用するなど、可能な限りゴミとして排出しないよう環境に配慮することを心掛
けています。

※機密文書のみシュレッダー処理を行い、最終的にリサイクルされます。

【次年度の取組内容】

26,186
25,924
（↓1％）

21,857
（-16％）

2023年度実績

㎥

2024年度目標
（前年度実績比％）

④廃棄物

　昨年度に比べ、一般廃棄物、産業廃棄物ともに増えています。一般廃棄物が増加したのは、紙の廃棄量の計測方法を厳密
化したことが主な原因です。
　資源ごみや機密文書、草木などの産業廃棄物については、地元のリサイクル業者に回収を依頼し、積極的にリサイクルに
力を注いでいます。次年度も引き続き、ゴミの分別や3R<Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサ
イクル）>を徹底し、一般廃棄物や産業廃棄物排出の削減に努めていきます。

34.9
（↓1％）
9.6

（↓1％）

単位

ｔ
一般：35.3
産廃：9.7

リサイクル業者による機密文書処理

2024年度目標
（前年度実績比％）

2024年度実績
（目標値比％）

節水・水の効率的利用

2024年度実績
（目標値比％）

③水資源投入

活動内容 目的

48.7
（＋39％）
10.6

（10％）

　昨年度に比べ水の使用量は減少しました。本学では地下水・雨水を有効活用して節水に努めています。今後も
活動計画を継続し節水に取り組んでいきたいと考えています。

活動内容 目的 単位 2023年度実績

③ 水資源投入

④ 廃棄物

写真１：使用済リサイクルBOX 写真２：各課からの使用済みファイル 写真３：ファイルのリユース 写真4：リユース消耗品コーナー
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■　キャンパス環境の保全・美化活動

　沖縄国際大学は、植物や緑が多い、自然豊かなキャンパスです。
2024年度も引き続き、快適な環境を維持するため、学内緑化に取り組みました。
今後も学生・教職員・業者等一丸となり、大学内の自然環境の保全に努めます。

●　木くずのリサイクル
　大学内から排出される剪定枝、倒壊木、除草は、委託業者にて破砕処理を行い、
良質な木質チップ・オガ粉へとリサイクル処理を行っています。
　大学ではこれからも環境に優しいリサイクル運動に積極的に取り組んでいきます。

【次年度の取組内容】
　次年度以降も引き続き、学内緑化や清掃活動をはじめとした、学内美化に取り組んでいきます。
学内樹木、花木類を増やし、緑豊かなキャンパスを維持にしていけるよう努め、学生の憩いの場
を提供できるようにより一層努めていきたいと思います。
　学生・教職員が過ごしやすい快適なエコキャンパスになるように積極的に取り組んでいきます。

⑤ キャンパス環境の保全・美化活動
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法学部
法律学科　／　地域行政学科

□　法学部 環境方針

　法学部では、法律や政治を中心とする学部教育の観点に基づいた、循環型社会構築にむけた人材育成
と、地域社会への貢献を目指す。

活動内容 環境目標 活動計画

エネルギー使用量等の削減
  電気使用量、水使用量、廃棄物発
生量については大学全体の削減目標
を達成する。

  大学全体の活動計画に準ずる。
また、教員・学生によって、施設設
備等で無駄な電気の使用があれば、
消灯する等、削減対応に努める。

１.法学部全構成員による本学環境
活動の取組についての周知を図り、
推進に向けての基盤作りをする。

　教員は教授会の場を利用し、学生
は、年度始めに学年ごとで開催され
るオリエンテーション時に本学の環
境活動の取組について周知し、法学
部全構成員が取組むべき課題である
ことを認識させる。

２.法学部専門科目を通して、学生
の環境に対する意識向上をねらった
取り組み実施を心がける。

　講義科目や演習科目を利用し、学
生たちが取り組む課題に、環境に関
心をもたせる取組み・企画を盛り込
むよう心がける。

経済学部
経済学科　／　地域環境政策学科

□　経済学部 環境方針

　大量生産、大量消費および大量廃棄の社会経済システムのなかで自然環境が予測を上回る速度で劣化
している。そのような状況に鑑み本学の環境方針に則り、環境問題に適切に対応することにより持続可
能な経済発展および環境保全に貢献できる人材を育成し地域社会へ輩出していく。
　その達成のために、本学部では環境保全活動に加えて環境に関する科目を提供しながら教育研究
活動を行う。

活動内容 環境目標 活動計画

エネルギー使用量等の削減
  電気使用量、水使用量、廃棄物発
生量については大学全体の削減目標
を達成する。

  大学全体の活動計画に準ずる。

教育・研究

１．開講している環境関連科目数を
維持し、履修する学生数を増やすこ
とにより、学生の環境に関する意識
を高めるとともに、教育と研究活動
の充実を図る。

  新入生のメンバーシップトレーニン
グや全学年対象の学期始めのオリエン
テーションにおいて環境の重要性を指
導することにより履修生の増加を図
る。また、環境関連科目以外でも積極
的に環境問題を取り入れて、学生の環
境に対する意識を高める。

法学部 環境目標・環境活動計画

教育・研究

経済学部 環境目標・環境活動計画

⑥ 各学部における環境への取組
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活動内容 環境目標 活動計画

２．経済学部が実施している環境関
連の出前講座等を通じて、市民との
連携を強化し、調査・研究を進め
る。

　本学部が実施している公開講座、出
前講座、大学入門講座等を活用して、
市民、学生とともに調査・研究を進め
る。また、地域社会との関わりを深め
る為に市民や学生と連携した環境活動
に取り組む。

３．沖縄国際大学沖縄経済環境研究
所と連携して地域の自然環境、社会
環境に関する研究を積極的に推進す
る。

　沖縄経済環境研究所が実施するプロ
ジェクト等に参画して地域の環境に関
する理解を深めるとともに地域住民と
連携して環境の保全を図る。

産業情報学部
企業システム学科　／　産業情報学科

□　産業情報学部 環境方針

　産業・情報・ビジネスに関する教育研究において、情報化・国際化の進展とともに、環境問題にも適
切に対応することが求められる。当学部では、本学の環境方針を遵守し、環境保全や環境との調和に配
慮した、企業社会との関わりを重視する人材育成・教育研究活動を展開する。

活動内容 環境目標 活動計画

エネルギー使用量等の削減
　電気使用量、水使用量、廃棄物発
生量については大学全体の削減目標
を達成する。

教育・研究
　産業情報学部全構成員（教職員・
学生）に本学の環境活動の取組みに
ついての周知を図る。

総合文化学部
日本文化学科　／　英米言語文化学科　／　社会文化学科　／　人間福祉学科

□　総合文化学部 環境方針

　今日の環境問題に対応するため、本学部では環境保全活動に加えて、環境に関する科目を提供
しながら教育研究活動を行う。

活動内容 環境目標 活動計画

エネルギー使用量等の削減
  電気使用量、水使用量、廃棄物発
生量については大学全体の削減目標
を達成する。

　大学全体の活動計画に準ずる。

教育・研究

　開講している環境関連科目数を維
持し、履修する学生数を増やすこと
により、学生の環境に関する意識を
高めるとともに、教育と研究活動の
充実を図る。

　新入生のメンバーシップトレーニン
グや全学年対象の学期始めのオリエン
テーションにおいて環境の重要性を指
導することにより履修生の増加を図
る。また、環境関連科目以外でも積極
的に環境問題を取り入れて、学生の環
境に対する意識を高める。

総合文化学部 環境目標・環境活動計画

経済学部 環境目標・環境活動計画つづき

教育・研究

産業情報学部 環境目標・環境活動計画

　大学全体の活動計画に準ずる。
教授会や講義・演習その他の機会を利
用し、全構成員が環境保護・本学の環
境活動の取組みについて認識を深める
ことが出来るようにする。
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■　図書館における環境への取組

　本学の図書館は、地域の方もご利用することができます。

【開館時間】
開館時間 3階AV・PCコーナー

8時～23時
※8時から8時半は1階のみ開館

8時30分～22時

9時～22時 9時～21時
平日 9時～21時 9時～20時

土曜日
10時～18時 利用できません

※年末年始、その他学内行事などによる休館や開館スケジュールの変更等は、その都度図書館掲示板および
　図書館ウェブサイトでお知らせします。

環境関連図書の整備・充実を積極的に推進し、情報収集及び教育等のサービス向上に努めています。

月曜日から金曜日

土曜日

長期休暇期間

 年末年始
 その他学内行事など

休館日

日曜日
 定例休館日（毎月第１金曜日）
 本学創立記念日（2月25日）
 慰霊の日（6月23日）
 国民の祝日

⑦ 図書館における環境への取組

環境関連図書の受入総数

2020年度 92冊

2021年度 78冊

2022年度 68冊

2023年度 55冊

2024年度 51冊
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■　研究における環境への取組

2024年度　環境をテーマとした本学教員の主な研究は以下の通りです。
学部 所属 氏名 研究テーマ

法 法律 金城　和三
熱帯・亜熱帯域産飛翔・滑空性哺乳類を中心とした生
態学的・保全学的研究

経済 経済 崎浜　靖 地理学・景観教材作成のための調査研究

経済 上江洲　薫 持続可能な観光地運営と環境ビジネス

経済 小川　護 わが国における花卉生産地域の形成と構造

経済 呉　錫畢 干潟が経済に及ぼす影響分析

経済 伊藤　拓馬
環境調査による環境問題の現状把握と環境教育への取
り組み

経済 齋藤　星耕 沖縄の生物多様性資源の記述および活用に関する研究

経済 山川　彩子
日本および琉球列島の海岸環境と海洋生物の生息状況
に関する研究

経済 砂川　かおり

1.泡瀬干潟の貝の図鑑・標本づくり
2.軍事活動の環境問題、軍事部門の環境対策
3.エコビジネス研究
4.日本の公害・環境研究
5.減災・防災研究

経済 渡久地　朝央 経済的便益と生態系サービスの価値評価に関する研究

地域環境政策

⑧ 研究における環境への取組
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　環境保全活動を行うに当たり、エコキャップの回収や「室内温度設定の遵守」、「節水」、
「ゴミの分別」、「節電」、「エレベーター利用の削減」を心掛けています。

　　　写真１（室内温度設定の遵守） 　　　写真２（節電） 　　　　写真3（節水）
※温度計設置

【次年度の取組内容】

環境にやさしい沖縄国際大学「エコ活動」実施中

    写真４（エレベーター利用の削減）    写真５（分別ステッカー）  　　写真６（ごみ分別） 

　次年度も引き続き、環境意識の向上のため、ステッカー貼付等の設置を継続していきます。ま
た、本学ホームページで環境への取組を公表、紹介します。環境負荷低減の更なる向上を目指して
教職員・学生、一丸となって取り組んでいきます。

「エコ活動」に取り組んでいる事を全学的に
知ってもらうため、周知を徹底しています。

⑨ 啓発
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　本学ではそれぞれの活動現場で環境問題について主体的・指導的に活動する人材の育成
を目指して、全国大学実務教育協会認定の「環境マネジメント実務士課程」と「上級環境
マネジメント実務士課程」を設置しています。
　これらの称号取得を希望する者は、下記のカリキュラムから必要な単位数を修得する必
要があります。

●環境マネジメント実務士

環境マネジメント実務士の資格を取得しようとする者は、次に示す必修科目及び選択科目
合わせて20単位以上を履修し、単位取得しなければならない。

必修科目（4科目8単位）
　　　　　環境科学Ⅰ
　　　　　環境法
　　　　　環境政策論Ⅰ
　　　　　社会調査論Ⅰ
選択科目（領域1～3から自由に選択して12単位以上）

●上級環境マネジメント実務士

上級環境マネジメント実務士の資格を取得しようとする者は、次に示す必修科目及び選択
科目合わせて30単位以上を履修し、単位取得しなければならない。

必修科目（6科目12単位）
　　　　　環境科学Ⅰ
　　　　　環境経済学Ⅰ
　　　　　環境法
　　　　　環境政策論Ⅰ
　　　　　環境教育論
　　　　　社会調査論Ⅰ
選択科目（領域1～3から自由に選択して18単位以上）

2008～2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

累計

2

21 1

0

上級環境マネジメント実務士

1

沖縄国際大学 沖縄国際大学

100

409 112 359 138

21 6 40

13 012 0

11 3

11 8 2

持続可能な社会の実現に向けて企業及び個人が広い視野を持ち、環境問題に取り組むことの
できる人材の育成を目標とします。このためには、単なる実践力及び技術力のみに限らず、
その技術を支える基礎力の充実をはかり、時代の変化に対応できる人材の育成を行います。

持続可能な社会の実現に向けて広い視野を持って環境問題に取り組み、自治体や事業所など
の研究所や環境現場で主体的・指導的に活動する環境のスペシャリストの養成を目標としま
す。

4 1 9

全国総計

資格認定証授与状況（2025年3月現在）

環境マネジメント実務士

268 134350

授与年度
全国総計

① 資格称号

１１.学生の輩出
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上級環境 環境

必修/選択 必修/選択

環境科学Ⅰ ● ● 2

環境科学Ⅱ ○ ○ 2

地学Ⅰ ○ ○ 2

地学Ⅱ ○ ○ 2

環境経済学Ⅰ ● ○ 2

環境経済学Ⅱ ○ ○ 2

生態学概論 ○ ○ 2

土壌学概論 ○ ○ 2

島嶼環境論 ○ ○ 2

公害概論 ○ ○ 2

サンゴ礁と資源保全 ○ ○ 2

人口食糧論 ○ ○ 2

農業と環境 ○ ○ 2

海洋産業と環境 ○ ○ 2

観光産業と環境 ○ ○ 2

環境文化論 ○ ○ 2

廃棄物とリサイクル ○ ○ 2

環境アセスメント ○ ○ 2

環境法 ● ● 2

環境政策論Ⅰ ● ● 2

環境政策論Ⅱ ○ ○ 2

環境教育論 ● ○ 2

環境会計 ○ ○ 2

ＧＩＳ演習Ⅰ ○ ○ 2

ＧＩＳ演習Ⅱ ○ ○ 2

観光情報論 ○ ○ 2

社会調査論Ⅰ ● ● 2

社会調査論Ⅱ ○ ○ 2

地域セミナーⅠ ○ ○ 2

地域セミナーⅡ ○ ○ 2

必修単位数 12 8

選択単位数 18以上 12以上

合計 30以上 20以上

●必修科目　○選択科目

領域 3

本学「環境マネジメント実務士」「上級環境マネジメント実務士」資格課程カリキュラム一覧

領域 授業科目名 単位数

領域 1

領域 2

② 資格課程カリキュラム一覧
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№ 項目 関係法令名 遵守状況

大気汚染防止法 ○

水質汚濁防止法 ○

浄化槽法 ○

下水道法 ○

土壌汚染対策法 ○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

悪臭防止法 ○

地球温暖化対策の推進に関する法律(地球温暖化対策法) ○
エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律(省エネ法) ○
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
(フロン排出抑制法)

○

生物多様性基本法 ○

リサイクル 資源の有効な利用の促進に関する法律(資源有効利用促進法) ○

・ 食品循環資源の再利用等の促進に関する法律(食品リサイクル法) ○

廃棄物 特定家庭用機器再商品化法(家電リサイクル法) ○
使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
(小型家電リサイクル法）

○

使用済自動車の再資源化等に関する法律(自動車リサイクル法) ○
建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(建設リサイクル法) ○
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律
(PRTR法) ○

毒物及び劇物取締法（毒劇法） ○

高圧ガス保安法 ○

環境基本法 ○

循環型社会形成推進基本法 ○

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(グリーン購入法) ○
環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に
関する法律(環境配慮促進法)

○

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（環境教育等促進法） ○

沖縄県生活環境保全条例 ○
■環境関連法令等の遵守状況の確認結果
　沖縄国際大学に関係する主な環境関連法令等の遵守状況は、上記の通りです。
  遵守状況は定期的にチェックしており、環境関連法規の要求事項について適正な点検、届出等、遵法性の確認を
　行いました。

　2024年3月現在、環境関連法規を遵守し、法律違反はありません。
  また、本学開学以来、関係機関からの環境に係る指摘、苦情、訴訟等はありません。

■環境関連法令等の違反、訴訟等の有無

1 公害対策

2 地球環境

3

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法)
施行令及び施行規則の一部改正に関する省令（水銀廃棄物関係）

○

4 化学物質

5 環境一般

１２.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
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～学生環境委員会～

学生環境委員会は2022年に発足した。2018年度まで本学はエコアクション21の認証登録を行って
きたが、2019年度より認証登録を行わず、大学独自の環境保全活動を行ってきた。さらに学生、教
職員が一丸となって取り組むため、2021年度に新たに沖縄国際大学経営マニュアルを策定し、2022
年度から学生環境委員会の活動を始めることとなった。

学生環境委員会は、活動の立案から実行までを行う「企画グループ」、環境活動レポートの作成
に携わる「編集グループ」、委員会の活動を発信する「広報グループ」、沖国大祭などのイベント
に参加する「学祭グループ」、大学周辺の交通渋滞の緩和に取り組む「技術グループ」の5つに分か
れている。主な活動としてはビーチクリーン活動、地域のフェスでのボランティア活動、沖国大祭
や学外のイベントにおけるゴミの分別などのエコ活動、脱炭素チャレンジカップ2025への参加、他
大学のエコ関連学生団体との交流、エコに関する研修・視察等を行っている。ビーチクリーン活動
については、発足当初から瀬長島や吉の浦ビーチで琉球大学の学生団体と合同で実施している。
2024年度の研修旅行では環境配慮型製品・サービスに関する一般向け展示会であるエコプロに参加
して、他大学の学生との交流や環境に配慮した会社の取り組みを見学することで、委員会の活動の
幅を広げた。
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学生環境委員会 2024年度 年表

シュノーケル体験 6.15

吉の浦ビーチクリーン 5.19
5月

いちご狩り 5.25

6月

自然体験学校 シーカヤック体験 7.14

シュノーケル体験を通して沖縄の自然に直接
触れることの大切さを実感した。サンゴを直
接見ることでその綺麗さに加え、地球温暖化
による珊瑚に関連した課題に触れることが出
来る良いきっかけとなった。沖縄の海のみな
らず、課題を知るには肌で実感することが重
要だと学ぶことができた。

私たちは自然体験学校の活動の一つである、
カヤック体験のサポートをさせていただいた
。この活動ではカヤックを通じて海のことに
ついて学ぶことができ、参加した私たちも自
然を楽しみつつ多くのことを学ぶことができ
た。

糸洲壕の清掃に参加して糸洲壕が綺麗になっ
た、またそこで起こったことを知ることがで
きたことは良い経験になった。戦争で亡くな
った人たちの思いを私達が繋いでいかないと
いけないと実感した。

ペンション
養鶏場見学、ビーチクリーン 9.5～6 養鶏場では、放し飼いやシークワーサーを栽

培しそれを飼料にすることによる循環型が取
れていることに驚いた。また、ビーチクリー
ンを行う中でマイクロプラスチックのような
細かいゴミが多いと感じた。

9月

5月に実施したイチゴ狩りは、イベントで出
会ったちゅらイチゴさんとの交流がきっかけ
で実現した。12月～3月ごろまでが旬なため、
シーズンもそれぐらいと思われがちだが、実
は5月末までイチゴが採れるということでそ
の事をもっと広めたいという想いに共感し、
我々の委員会とコラボすることで発信し、ま
た委員会の認知を目的としたイベントだった。
運営は企画担当の上原を筆頭に企画から広報
まで様々な準備を行った。特に広告は、参加
したいという気持ちを掻き立てるようなフラ
イヤーを試行錯誤して作成した。20人余りが
参加してくれたので非常に楽しく、委員会の
親睦も深められたのでまた実施したいと考え
ている。

初めてのビーチクリーン参加で、想像よりゴ
ミが多く驚いた。特にプラスチックのゴミが
多いと感じた。海は観光の重要な資源として
の役割を担うため、ビーチクリーンで景観の
回復を図ることは大切なことだと感じた。

感想

7月

糸洲第二外科壕清掃 6.22
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カフェ班

ビーチクリーン（百名ビーチ） 10.17

ゴミステーション班

琉大＆沖国大交流ビーチクリーン 1.17

脱炭素チャレンジカップ2025 2.20

11月

1月

2月

分別の呼びかけやゴミの回収作業を通して、
協力的な人もいれば、協力的でない人もいて
分別がされていないゴミも多くあり、声かけ
の難しさも感じたが、仲間と協力しながら最
後までやり遂げることができ、達成感があっ
た。今後は出展団体をはじめとするゴミス
テーションを利用する団体にきっちり分別指
導を行っていきたい。

脱炭素チャレンジカップアイディア賞2025を
受賞した。「目で見て肌で感じる沖縄国際大学
のスマートキャンパス化構想」というテーマで、
学生環境委員会のメンバー5人＋齋藤ゼミの
メンバー2人で挑戦した。
提案した主な施策は3つで、太陽光パネル設置、
グリーンカーテン設置、造礁サンゴ壁の設置で
ある。これらにより、外観や体感温度で脱炭素
化を感じることができて省エネ効果だけでなく
持続可能な社会を実現する人材育成の資源にな
ると考えた。今後は卒業研究として提案の一部
の効果検証を行っていき、実現に向けた足掛か
りにしたい。

ビーチクリーンを行って、大きいゴミがある
かと思ったが、実際は大きいゴミではなく、
マイクロプラスチックが多いという印象だっ
た。マイクロプラスチックのサイズになると
拾うのも困難になると思った。他には、たく
さんのシーグラスも多く落ちていた。

10月

沖国大祭 11.23～25

今年のカフェ出店は2年目ということもあり
お客様と出店メンバーが継続して楽しめる事
を目的とした。結果は成功して、打ち上げも
出来たのでみんなの思い出に残るイベントに
なって嬉しいと感じた。運営にあたっては、
予算を決めその範囲内でやりくりすることが
難しかった。

感想
百名ビーチでのクリーン活動では、漂着ゴミや
タバコの吸殻などを拾い、海洋ごみ問題の深刻
さを実感した。また大学に入学して初めてのイ
ベントの企画であったが先輩方のサポートや同
学年のメンバーの協力により最後まで成し遂げ
ることができた。実際に企画をするということ
で、日程調整や実際に南城市市役所での書類作
成などイベント運営にも携わり、大きな達成感
と共にいち早い報連相の重要さを学ぶ機会と
なった。今後の委員会の活動をする際にも報連
相を大切にしていきたい。

30



What a Wonderful World!! 24
ゴミステーション運営
（モンパチフェス）

学生環境委員会はモンパチフェスのボランティアに参
加した。メンバー全員が協力的に動いている様子が見ら
れた。運営方法は、ゴミステーション3か所、総合ゴミ
管理場所1か所、休憩所の計5つの役割を45分ごとにロー
テーションする形で実施した。メンバーは2人1組のチー
ムで行動し、来場者へのゴミ分別指導と回収を主な業務
とした。ゴミ袋が満杯になった際には、総合ゴミ管理場
所への運搬を行った。

所感
学生環境委員会は11月2日、3日にトロピカルビーチで

開催されたモンパチフェスにボランティアとして参加した。
メンバーの中には初めてボランティアを経験する者もいた。
仕事内容はイベントで発生するゴミの管理とゴミステー
ションの運営であった。運営では、燃えるゴミ、ペットボ
トル、飲み残しなどを分別しやすい仕組みが整えられてい
た。しかし、来場者が増えるにつれて分別指導を行いなが
ら回収することが困難であると実感した。最終的に発生し
たゴミの量はテント3～4張分にも及び、予想を超える規
模であった。この活動を通じてメンバー同士の絆が深まり、
貴重な経験となった。

学生環境委員会は地域のフェスにボランティアとして参加し、ゴミステーションの運営
に携わった。活動を通じて、ゴミ処理問題の現状を直接把握した。

ゴミステーション運営内容について

運営における課題
・ペットボトルのラベルやキャップの分別が不十分であった
・飲み残しが処理されないまま捨てられるケースが多かった
・総合ゴミ管理場所への運搬作業が滞る場面があった
・業務が立て込み、休憩を確保することが困難であった。

解決策
ゴミステーションでは、1人で対応可能な場所につ

いては担当者が単独で運営を行った。総合ゴミ管理所
のメンバーは、各ゴミステーションから1名ずつ連絡
係を選び、その連絡係を通じてゴミ袋の回収を進めた。
このように役割を分担し、情報の流れを一本化するこ
とで、忙しい時間帯でも作業を円滑に進めることがで
き、休憩も確保できた。その結果、効率的なゴミ分別
指導と回収作業につなげることができた
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~研修旅行での取り組み~
エコプロ2024の視察

研修旅行とは

研修旅行での学び 

所感
2024年12月、学生環境委員会メンバー7名で研修旅行を実施し、

12月4日～5日の2日間、エコプロ2024に参加した。SDGsや環境に
関する最新の取り組みに触れ、企業や他大学の学生団体の努力や
熱意を直接見ることができたことは非常に有意義であった。東京
滞在中には自由行動の時間も設けられ、メンバー間でスケジュー
ル調整を行う中で報連相の重要性を学ぶ機会となった。また、先
輩や同学年のメンバーと交流し、コミュニケーションを深めるこ
とができた。学びに加え、楽しい思い出も作ることができ、充実
した研修旅行となった。

学生環境委員会で行える取り組み

学生環境委員会は、例年12月上旬に東京都江東区の東
京ビッグサイトで開催される「エコプロ」を視察する研修
旅行を実施している。エコプロは、企業や大学がSDGs
（持続可能な開発目標）に関する最新の取り組みを発表す
る場である。研修旅行の目的は、視察を通じて得た知識を
委員会内で共有し、今後の活動の幅を広げることである。
2024年度の研修旅行は12月3日～6日の3泊4日で実施した。

研修旅行では、2人1組のグループでテーマを絞り、各ブースを視察
した。今回は「森と自然を豊かにする」ブースを担当した班の学びを
挙げる。その中で、近畿大学と企業V&A Japanが共同開発した
「ReTE（リーテ）」という素材に注目した。ReTEは自然環境下で加
水分解されるマテリアルであり、衣服や食器に利用される。同じ大学
生でありながら、取り組みのレベルが高く、課題解決に向けて試行錯
誤する姿勢が印象的であった。この姿勢を学生環境委員会でも参考に
し、学びを共有して今後の活動に活かしたい。

各ブースの展示を通じて、学生環境委員会の今後の活動に導入した
いと感じたのは、アルミ缶を材料にした動物インテリアの製作である。
必要な道具を揃えれば、学生環境委員会でも同様の取り組みが可能で
あると考えた。これまで学生環境委員会では、ペットボトルキャップ
を使ったキーホルダーづくりを行ってきた。分別して捨てられる
キャップでも、形を変えることで新しい価値を生み出せることを再認
識した。今回の学びを今後の活動に活かしたい。
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全体評価

1　環境負荷の低減について

2　環境教育・研究・地域連携について

3　環境経営システムについて

4　環境方針の実現について

5　環境に関する法規等の遵守について

6　環境方針、環境活動の公開について

　

沖縄国際大学
理事長　安里　肇

　琉球諸島の自然環境に共生し、持続可能な循環型社会の構築に寄与する人材を育成することが本学の使命の一つ
であります。その使命を果たすために、環境マネジメント体制を構築し、自然環境や地域社会の特性等に配慮しな
がら教育研究活動に伴う環境負荷の低減に努め、地域との連携・共生を図り、社会的責任を担うべく様々な方策を
模索し、計画の策定、実施、確認、評価・見直しにより、学内外の環境問題に適切に対応していくよう努めてまい
りました。
　しかしながら、未だ取り組むべき課題も多く、環境方針の基本理念に沿って環境マネジメントを一層強化してい
きます。そして今後も、大学独自の環境保全活動の取り組みに向け邁進してまいります。
　以下、環境方針等に沿った評価と見直しについてまとめます。

　環境方針、環境活動の公開については、環境活動レポートやホームページ上で公開しています。今後も環境方針
や環境活動を学生、教職員、一般社会へ公開していくよう努力してまいります。

　環境経営システムについては、有効に機能していると評価しておりますが、今後も全構成員が理解度を深めるた
め、周知活動はもとより研修会の実施も継続していきます。今後も、PDCAサイクルを通じて実施体制を強化し、
環境負荷低減に取り組んでいきます。

　今後もPDCAサイクルに則って見直しを行いつつ、計画的に活動を実施していきます。また、大学の環境経営マ
ニュアルと環境方針に沿い、明確な目的・目標を設定し、取り組んでいきます。加えて、地域社会へ本学の環境活
動の周知を徹底します。

　適用する環境関連法規等については、今後もしっかり遵守していくと同時に、法規等の制定や改定に備え、日頃
より注意を払います。

　中長期環境目標および実績を概観しますと、LPガス、軽油、用紙の使用量および水資源投入量の4項目で前年度
比減少となり、いずれも目標を上回る成果を達成いたしました。
　一方で、電力、灯油、ガソリン、廃棄物の4項目については削減目標を達成できませんでした。電力消費量の増
加は昨夏の猛暑による空調の需要増、灯油の増加は体育館給湯設備の故障による効率悪化によるもので、ガソリン
の増加はセミナーハウス利用等の移動活発化が主な要因となります。これらの要因を勘案すれば、大学全体として
の環境負荷は着実に低減されていると評価しております。
　今後は、リユース・リサイクルの徹底による廃棄物削減に注力するとともに、グリーン購入法適合製品の採用拡
大に向けた検討を進めてまいります。また、電子メールやポータルの活用、会議資料の両面印刷などのペーパーレ
ス化に加え、学内DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、さらなる環境負荷低減に取り組んでまいる
所存です。

　環境教育については、カリキュラムに環境に関する科目を多数開設しています。環境に関する研究については地
域環境政策学科の教員をはじめ、複数の教員が取り組んでいる状況です。
　昨年度は地域社会との連携としての取組である社会人向けの学外講座には環境に関する講座はありませんでした
が、高校生向けの大学入門講座では環境に関する講座が複数開講され、多くの高校生が受講しました。
　今後も環境教育や環境に関する研究に取り組みつつ、地域社会へ還元する活動を展開し、地域との連携を一層強
化してまいります。

１５．代表者による全体評価と見直しの結果

33


